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１．時系列
４／２０ １７：１５頃 Ｇ６移送前のラインナップ確認実施

１７：４５ Ｇ６移送操作開始
１８：００頃 当該部分漏えいなし確認
１８：５４ ポンプ停止 (以降、移送ラインへのポンプ起動なし)
１９：２０頃 Ｇ６タンクからＪ１タンク間の配管で水の滴下を確認

１滴／１秒。速やかビニール養生実施
１９：３９ 滴下箇所隔離操作実施
２２：００頃 応急処置実施(吸水材・土嚢・保温材取り外し養生)

４／２１ １５：００頃 当該部養生内の溜まり水は増加していない事を確認した
２．対応事項

・当該漏えい部全体の雨養生の実施済み。現在漏えい部の土壌回収実施中
引き続き、以下の対応を実施。
・配管内の水抜き操作
・水抜き後のフランジ部外観点検、フランジの分解点検
今後、滴下の原因について調査していく。

３．漏えい水（性状）
全β ：２．６×１０５ Ｂｑ／Ｌ
Ｃｓ－１３４：１．１×１０３ Ｂｑ／Ｌ
Ｃｓ－１３７：５．１×１０３ Ｂｑ／Ｌ
Ｃｏ－６０ ：１．５×１０３ Ｂｑ／Ｌ

４．漏えい量
約２．７Ｌ（１秒１滴が９０分継続したと推定した場合）
Ｃ排水路までは約７０ｍ離れており、海へ接続する排水路への排出はない。
５．参考
移送先をＧ６タンクエリアからＧ４タンクエリアに切り替えて、ストロンチウム処理水の移送処理は継続している。
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６．漏えい箇所
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７．漏えい状況



８．応急処置
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